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１．旧大名小学校跡地活用において検討すべき事項

（１）上位計画等
（参考）福岡市都市計画マスタープラン都心部編

（参考）第１回検討委員会資料（参考）第１回検討委員会資料

施策8-1 都市の活力を牽引する都心部の機能強化

①第9次福岡市基本計画（H24.12改定）

（参考）福岡市都市計画マスタ プラン都心部編

めざすべき都市構造

①都心部の中核部である天神・渡辺通、博多駅周辺の機能強化

②海に開かれたアジアへの玄関口となる博多ふ頭・中央ふ頭の機能強化

③都心主軸を骨格とし、各地区が一体となった都心部の機能強化

施策5-3 情報アクセスや回遊性など、来街者にやさしいおもてなし

環境づくり

施策7-4 多様な人が集まり交流・対話する創造的な場づくり

④核や拠点を結ぶ都心部回遊軸の強化

⑤個性を生かした拠点の機能強化と、住み続けられる都心部づくり

■都心部の将来の都市構造

【都心部 ま づく 方向性】

②福岡市都市計画マスタープラン都心部編（H26.5改定）

【都心部のまちづくりの方向性】

アジアの活力を福岡に取り込み、九州西日本の各都市へ波及させる

【土地利用の基本的な方針（天神及び天神周辺部）】
商業・業務機能の高度化を進め、国際的な魅力を高める。公開空地の活用

などによる更なる賑わいの創出 出会いと交流を促す創造的な場づくりなどによる更なる賑わいの創出、出会いと交流を促す創造的な場づくり。

③グローバル創業都市･福岡のビジョン素案（H26.9）

世界で活躍する企業やグローバル人材を引きつけるビジネス環境を
実現する。

③ 創業都市 福岡 素案（ ）

【クリエイティブ街区の形成】

建築物の更新期などを捉え 多様な企業や人材が集まり 出会建築物の更新期などを捉え、多様な企業や人材が集まり、出会
いと交流を促す魅力的な都市空間を備え、新たなビジネスや価値
を生み出す創造的な場の創出に取り組む。

1‐2



福岡市都心再生課

（２）周辺地区の状況

20150112案１．旧大名小学校跡地活用において検討すべき事項
明治通り

・天神地区と大濠公園・舞鶴公園地区をつなぐ幹線道路。

天神地区と外のエリアをつなぐメインストリートの一つで

あり 福岡を代表するビルが集積している

◆天神明治通り街づくり協議会の取り組み

新舞鶴小・中学校
・区 域 明治通り沿道17ha

・構 成 地権者など36者

（参考）第１回検討委員会資料（参考）第１回検討委員会資料

・広域交通の拠点とな

あり，福岡を代表するビルが集積している。

・特に天神1.2丁目では，地権者等で構成される天神明治

通り街づくり協議会が設立され，ビルの更新期を捉えた計

画的なまちづくりに取り組んでいる。

新舞鶴小 中学校

天神地区

・大名小，舞鶴小，簀子

小，舞鶴中の３小学校１

中学校を統合再編し，小

中連携校として，旧舞鶴

小校地でH26.4に開校。

・隣接街区の検察庁や少

文会館の移転等に伴い

将来イメージ

・取組み ビルの老朽化などにより地区全体が更新期を迎える中，

「アジアで最も創造的なビジネス街」をめざし，円滑な

機能更新，機能強化と魅力づくりに資する計画的なまち

づくりに取り組んでいる。

広域交通の拠点とな

る天神駅や大規模な商

業施設が立地し、九州

屈指の商業集積エリア

として、国内外の観光

客も多く訪れる。

舞鶴地区

文会館の移転等に伴い，

運動場等を整備する予定。

渡辺通り(商業施設の集積)

・居住・商業・業務が複合
するエリア。
・H26.4の新舞鶴小中学校
の開校に伴い，都心居住の
受け皿として，注目されて
いる。

舞鶴地区

大濠公園と舞鶴公園の一

大濠公園・舞鶴公園地区

・福岡を代表する約80ha
もの貴重な緑地空間であり、
国史跡鴻臚館跡・福岡城跡
にも指定された歴史を感じ
る場所である。また、美術
館・能楽堂など芸術文化施

・天神地区の貴重なオー

プンスペース約1.1ha）

賑わう天神地下街

警固公園

体的な活用を図り、県民･

市民の憩いの場として歴史、

芸術文化、観光の発信拠点

となる公園づくりを目指す

（H26.2策定）

設も有している。

◆セントラルパーク構想
大濠公園と舞鶴公園の一

体的な活用を図り、県民･
市民の憩いの場として歴史、
芸術文化、観光の発信拠点
となる公園づくりを目指す。

（H26 6策定）

・都市の憩いと賑わいを

創出する空間として、

H25.12に再整備を実施

（H26.6策定）

全景
・近年ファストファッション

・沿道の民間開発と合わ
・居住・商業・業務が複合するエリア

天神西通り大名地区

多目的ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを備えた
公園としてリニューアル

きらめき通り

多くの来訪者を集める福岡城
さくらまつり

などの商業施設が連続して立

地し、賑わいを創出

・沿道の民間開発と合わ

せ、地上地下の魅力ある

歩行者ネットワークが整

備されたことにより、新

たな人の流れが創出され，

天神地区有数の歩行者通

行量となっている。

・ファッションや飲食をはじめとする小規模な店舗やオフィス
が立地するなど若者や女性などが活躍するエリア。
・個性的なビルや店舗，オフィスなどが多くみられる。

きらめき通り(地上部) きらめき通り(地下部)猫カフェ個性的なビル ｺﾝﾃﾅを活用したｼｮｯﾌﾟ 天神西通り 1‐3



公園や公開空地などを活用した賑
わい創出の取り組み

１．旧大名小学校跡地活用において検討すべき事項

明治通り沿道状況

賑わいを創出する取組（３）旧大名小学校跡地周辺の状況

（参考）第１回検討委員会資料（参考）第１回検討委員会資料

わい創出の取り組み

◆きらめき通り
明治通り沿道状況

※移転予定※廃止・移転予定

26.00m

6.65m 14.55m 4.80m

⑨断面

北

Ａ：道路幅員
天神地区と外の地区をつなぐメインストリートの一つであり、比較的規模の大きな
ビル等が集積し、風格のある街並みを形成している。

（計画幅員（25.00m）

天神明治通り
まちづくり協議会エリア

①青年センター
NPOﾎﾞﾗﾝﾃｨｱｾﾝﾀｰあすみん（5F）

②中央消防署大名出張所
大名公民館（3F）

大名紺屋町通り

FUKUOKA STREET PARTY
H26年11月（WeLove天神協議会等）

天神地区と外の地区を繋ぐメインストリートの一つであるが、公共施設などが多く、低層部の賑わいが乏しい

活用状況

まちづくり協議会エリア ◆警固公園

◆紺屋2023

大名地区の特長的な活動 クリスマスイルミネーション
毎年12月（WeLove天神協議会）

クリエイター
が入居し、
アート･演劇
などの活動も
行われるリノ

活用状況

◆エンジョイスペース大名

行われるリノ
ベーションビ
ル

古民家を活用
したレンタル
多目的スペ

天神西通り

えのき通り沿道状況
ヒ ケ 歩 楽

多目的スペー
ス

クリエイター
◆石井ビル

15.00m

4.00m 7.00m 4.00m西

③断面Ｃ：道路幅員

8.00m

1.60m 5.00m 1.40m
北

④断面

③旧大名小学校南校舎 低層階を店舗とした小規模なビルが多い 休日の賑わい

Ｂ：道路幅員

ヒューマンスケールで、歩いて楽
しい界隈性のある街並みを形成し
ている。

クリエイタ
やカフェなど
が入居するリ
ノベーション
ビル

賑わいを創出する沿道の店舗 1‐4



福岡市都心再生課
１．旧大名小学校跡地活用において検討すべき事項
（４）学校再編に際して地域と定めた整備事項

→旧大名小学校校舎の状況→学校再編にあたり旧大名小学校跡地の整備

（５）旧大名小学校校舎の状況

（参考）第１回検討委員会資料（参考）第１回検討委員会資料

→旧大名小学校校舎の状況

◆南校舎の概要

配 置 図

写 真

→学校再編にあたり旧大名小学校跡地の整備
について大名校区と福岡市で定めた項目

※大名小学校跡地については、地域の意見もふまえ、今後福岡市
において跡地利用計画を策定する。なお、地域より要望のあった
整備項目については、当該跡地利用計画の中で順次実施する。 明治通り（幅員約２５ｍ） 中央警察署大名

警察官連絡所

中央消防署大名出張所
大名公民館

正面全景(えのき通りより)○現在の運動場と同等面積の広場

を整備し、校区行事の場所や災

体育館

青年センター

プール
東
校
舎

天
神
西
通
り
（
幅
員
約
１
５
ｍ

警察官連絡所

旧大名小学校跡地

・建築年代：昭和４（1929）年

概 要
特徴的な中央階段

害時の避難場所として利用する。

・旧大名小運動場（約3,000㎡）

南校舎

舎 ）

えのき通り（幅員約８ｍ）

・建築年代：昭和４（1929）年
・構 造：鉄筋コンクリート造,３階建
・建築面積：約1,000㎡
・延床面積：約3,000㎡

文化財的評価 廊 下

○歴史ある大名小学校の面影を残

すため、校舎の一部を保存し、

災害時の避難場所や校区住民の

福岡市立大名小学校校舎に関する文化財的評価のための調査交流の場としても利用できる多

目的な空間を整備する。 ・旧大名小南校舎(昭和4年建築) ○校舎の文化財的価値について
・昭和４年竣工の鉄筋コンクリート造で，福岡市では九大の

諸建築に次ぐ４番目の古さを誇るなど，稀少価値は高い

・階段や廊下まわりの細部に残るアール・デコ様式は，昭和

福岡市立大名小学校校舎に関する文化財的評価のための調査
（平成22年,23年実施：報告書抜粋）

○中央消防署大名出張所の配置換

えにあわせ、大名公民館を移転

改築する

階段や廊下まわりの細部に残るア ル デコ様式は，昭和

モダンの表情をみせる大名地区において，大名小学校の昭

和初期のデザインが落ち着いた町の性格を際だたせている

○旧大名小活用の可能性（活用方針について）
・文化財としての希少価値は高く保存が望まれるものであり、

校舎は可能な限り現状維持が理想であるが、校舎活用に際

しての用途変更は不可欠であるため、オリジナルと改造部
改築する。

・明治通りに位置する
現大名公民館（3～4階部分）

※中央消防署大名出張所との複合施設

用 変 不 、 改造部

分とを明確に区分するとともに、玄関を含めた階段周りに

ついては、建築当初への復元が望ましい。

・校舎保存の観点のみではなく、災害時の避難場所としての

役割等を考慮するなど、校舎の取扱いについては、慎重に

検討する必要がある。

アールデコ調の意匠が残る
階段まわり
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２．まちづくりの方向性について１．旧大名小学校跡地活用において検討すべき事項

（６）旧大名小学校跡地活用において検討すべき事項 （１）構想検討にあたっての基本的な視点

（参考）第１回検討委員会資料（参考）第１回検討委員会資料

福岡市の成長の活力源となる都心部において
求められる新たな機能の導入

大名地区や天神地区の拠点性の強化など地区
特性を生かした更なる魅力づくり
（創造的な場づくりなど）

視点①項目①

回遊性を強化する取り組み

※重要となるキーワード
・都心部における貴重な空間である「旧大名小学校跡地」
・都心部に求められる新たな機能の導入の可能性
・土地利用転換のタイミングを捉えたまちづくり など

項目② 回遊性を強化する取り組み

新たに創出する土地利用と校舎等の有効活用が
一体性を有するように検討する

視点②

項目②

学校再編に際して地域と定めた整備事項

体性を有するように検討する

項目③

昭和４年建築の南校舎の活用 民間活力の誘導を図り、官民連携でまちづくりに視点③項目④ 昭和 年建築の南校舎の活用
取り組む

・ ・
・
・

・
・
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２．まちづくりの方向性の検討 第２回検討委員会資料第２回検討委員会資料

（１）これまでのご意見とまちづくりの取り組み（案）その１

項目①

福岡市の成長の活力源と
なる都心部において求め
られる新たな機能の導入

旧大名小学校跡地活用に
おいて検討すべき事項

第１回検討委員会でのご意見
（平成27年1月29日）

先進事例調査
（平成27年3月23日）

第２回検討委員会　現地調査
（平成27年4月24日）

まちづくりの取り組み
（案）

★文化財的な価値を保存して継承していくとともに、
地域が歩んできた歴史をこれからの世代に伝え、地域
の歴史を継承する役割がある。

（三菱一号館街区）
・三菱一号館の復元による歴史の重厚さや建物デザ
インや景観の美しさが印象的

項目②

項目③

られる新たな機能の導入

回遊性を強化する取り
組み

・南校舎は、昭和４年建築の鉄筋コンクリート造の建物
として、福岡市では貴重なものであり、文化的な価値も
高く、ぜひとも残して欲しい。
・老朽化した建物管理は大変。南校舎については、玄関
周りを残し、公民館などを増築するなど、新しいものと
一体的に整備してはどうか。
・校舎を利用した公民館も考えられるのではないか

1 歴史性

インや景観の美しさが印象的。
・歴史的建物と新しいビルとのハイブリッド感（複
合感）
・銀行室を喫茶店にうまく用途変更していた。旧大
名小は中央階段周りがメインなので、階段両サイド
の教室と合わせて何かできないか。

（アーツ千代田３３３１）

※調査ポイント
　校舎の現状（建物の現状、内
観、外観など）

■校舎を活用し、地域のシンボ
ル的空間を整備する

■まちや人の歴史を継承する場

項目④

学校再編に際して地域と
定めた整備事項

昭和４年建築の南校舎
の活用

新
た
な
拠

・校舎を利用した公民館も考えられるのではないか。
・国際観光都市としてナンバーワンのロンドンでは、ま
ちづくりの特徴である「歴史的構造物との共存」という
ことを戦略的にやっている。
・大名小出身の著名な方の足跡を残していくことも必要
ではないか。
・都市の資産づくりという視点から、今後、文化的価値
もある校舎を活かし、これをどのようにブランド化する

か ど ような空間を くり込む かが課題

・民設民営の仕組みは魅力的だが、文化財的見地か
らは、旧大名小校舎を改造も含め一括貸与となる
と、特徴的な意匠等が担保できないため、望ましく
ないのではないか。
・校舎の維持･管理費の負担が大きく工夫の必要があ
る
・三菱一号館の復元によるシンボル空間の再生等の
取り組みは必要、又はできるならば必要。

　周辺状況（まちなみ）など
■まちや人の歴史を継承する場
づくり

視点①

・
・
・

構想検討にあたっての
基本的な視点

★大名地区は住民のくらしがあるまちであり、居住性
が確保されなければならない。住み続けるまちである
ため、子どもや高齢者の方々が楽しめる地域の遊び場
やレクレーション機能も兼ね備えていく必要がある。

・大名地区は土日は多くの歩行者で賑わう一方、歩道上
に並ぶ放置駐輪問題は深刻 ある

拠
点
が
備
え
る
べ
き
性

のか、どのような空間をつくり込むのかが課題。
取り組みは必要、又はできるならば必要。

視点②

大名地区や天神地区の拠
点性の強化など地区特性
を生かした更なる魅力づく
り
（創造的な場づくりなど）

居住性

に並ぶ放置駐輪問題は深刻である。
・子どもから高齢者まで安全安心に暮らせるまちとして
の要素を備える必要がある。（広場など）
・都心部で利便性が良い場所にあるため公民館利用者は
多い、活動する場があると利用する人、ニーズは多いの
ではないか。
・校舎を利用した公民館も考えられるのではないか。
【再掲】

（アーツ千代田３３３１）
・大きなくすのきを囲んで地域のこどもたちや多世
代の交流ができたり、カフェや居酒屋で様々な人が
交流する場があることは大切。

※調査ポイント
　学校施設等の状況（運動場、
公民館の立地など）
　周辺状況（まちなみ）など

性
能
　
な
ど

■現在の運動場と同等面積の広
場の整備（避難場所、遊び場や
レクレーションの場所などで利
用）

■多目的な空間の整備

2

民間活力の誘導を図り

視点②

視点③

新たに創出する土地利用
と校舎等の有効活用が一
体性を有するように検討
する

★突発的な災害時に果たすべき防災機能が跡地には必
要。

（三菱 号館街区）
※調査ポイント

【再掲】
・跡地の今後の位置づけ次第では風営法の規制が無くな
り、生活環境の悪化を懸念している。
・大名１,２丁目には十分な規模の広場的空間が不足して
いる。

■公民館の移転改築

■生活環境を悪化させない取り
組み

2‐1

民間活力の誘導を図り、
官民連携でまちづくりに取
り組む

・
・
・

3 防災性 ・福岡県西方沖地震の経験をふまえ、災害時の機能とし
て避難場所は必要。
・子どもから高齢者まで安全安心に暮らせるまちとして
の要素を備える必要がある。（広場など）【再掲】

（三菱一号館街区）
・空間が細かく区画されすぎていた。

※調査ポイント
　学校施設等の状況（運動場、
公民館の立地など）など



２．まちづくりの方向性の検討 第２回検討委員会資料第２回検討委員会資料

（１）これまでのご意見とまちづくりの取り組み（案）その２

第１回検討委員会でのご意見 先進事例調査 第２回検討委員会 現地調査 まちづくりの取り組み

項目①

福岡市の成長の活力源と
なる都心部において求め
られる新たな機能の導入

旧大名小学校跡地活用に
おいて検討すべき事項

第１回検討委員会でのご意見
（平成27年1月29日）

先進事例調査
（平成27年3月23日）

第２回検討委員会　現地調査
（平成27年4月24日）

まちづくりの取り組み
（案）

★大名地区に色々な要素が混在していて、混在してい
る良さとして人間の想像力を掻き立てるような地域の
魅力を創り出している。これまでの経緯を踏まえ人づ
くりや活動づくりの場になってほしいということで、
創造性という言葉で代表されるような役割を強調して
おく。

大名ならではのテ マ（歴史 若者の文化 食など）

（三菱一号館街区）
・広場やカフェ･美術館など一体的に活用すること
で 都市型MICEのユニ クベニュ としての活用が

新

項目②

項目③

られる新たな機能の導入

回遊性を強化する取り
組み 4 創造性

・大名ならではのテーマ（歴史・若者の文化・食など）
を情報発信できるような場にしてはどうか。
・都心部で利便性が良い場所にあるため公民館利用者は
多い、活動する場があると利用する人、ニーズは多いの
ではないか。【再掲】
・天神や大名はクリエイティブ（創造的）な人材が多く
集まっている。跡地が、旧大名小などの歴史を踏まえな
がらも新しいものやイノベーションを生み出すための場
になると、さらに創造的な人材の集積が起こるのではな
いか

で、都市型MICEのユニークベニューとしての活用が
可能ではないか。世界の方々に福岡や大名の近代の
歴史を知ってもらえる機会にもなるのでは。

（アーツ千代田３３３１）
・創造的な場づくりとして、使い方や空間整備の面
で参考になると感じた。
・区民に開放されたアーツ千代田３３３１のコミュ
ニティスペースと再整備された公園をデッキで繋ぎ
一体感を創出する等の取り組みは必要 又はできる

※調査ポイント
　周辺状況（まちなみ、来街
者）など

■新たな価値を生む人、モノ、
コトが交流する場づくり

■クリエイティブ（創造的）な
活動を促す空間整備

■イノベーションを生み出すア

た
な
拠
点
が
備
え
る
べ

項目④

学校再編に際して地域と
定めた整備事項

昭和４年建築の南校舎
の活用

いか。
・新たな価値を生み出すには、新しい考え方やアイディ
アが必要であり、その推進力は人だと思う。クリエイ
ティブな人たち、やる気のある人たちが集まる場を創る
べき。
・天神や大名をクリエイティブな人たちの集積により、
新しいイノベーションが生まれるエリアにしていくとと
もに、そのエリアの効果的な場所である旧大名小跡地
を、新しいもの、イノベーションを生み出すためのアン
カー(碇)としてはどうか。

体感を創出する等の取り組みは必要、又はできる
ならば必要である。
・実験的なことができる場所を求めているアーティ
ストや企業にとっては有機的な関係を育てやすい運
営形態と思う。
・アートに特化しているのでまとまりが良い。人が
ポイントと感じるが、福岡で人材確保できるかが課
題。

■イノベ ションを生み出すア
ンカーとなる人や活動を集積さ
せる空間整備

き
性
能
　
な
ど

視点①

・
・
・

構想検討にあたっての
基本的な視点

（三菱一号館街区）

カ (碇)としてはどうか。
・海外都市でも、ターミナル駅と大きな公園との間にあ
る街は個性的かつ、活性化している例があり、大名地区
もその可能性を有しているのではないか。

★大名･天神地区と一体感をもったまちとして捉え、歩
行者が楽しんで歩けるような一体感のある地区間の回
遊性を創り出すことが重要であり、地区内の東西、南
北を繋ぐ回遊性に配慮した跡地利用とすべき。また、
地 遊性 は デザ も含め人を引き

視点②

大名地区や天神地区の拠
点性の強化など地区特性
を生かした更なる魅力づく
り
（創造的な場づくりなど）

（三菱 号館街区）
・街区内を通り抜けできる歩行者動線の確保は回遊
性の向上に寄与している。
・一方、広場の存在を知らなければ、通り過ぎてし
まう可能性もあると感じた。
　広場のつくり込みへの評価
・建物に囲われた広場の配置（囲われ感）により、
居心地の良い空間が印象的と感じた。
・ゆったり感はないが、配置の工夫などにより圧迫
感を感じないデザインがされている。

※調査ポイント
人の流れをつくる歩行者動

■東西の人の流れを受け止める
回遊拠点づくり

■人を引きつける魅力的な施
設・空間の整備

跡
地
が
備
え
る

地区間の回遊性については、デザインも含め人を引き
つけるマグネットのような魅力が必要である。

・天神から舞鶴・大濠公園地区をつなぐ東西の人の流れ
を受け止める場づくりや、明治通りとえのき通り間の人
の流れを創出する、南北に跡地を通り抜ける動線づくり
も必要ではないか。
・今は東西方向に校舎が建ち、南北を壁のように塞いで
いるが、南北方向にどのように抜けていくのか検討する
必要がある

民間活力の誘導を図り

視点②

視点③

新たに創出する土地利用
と校舎等の有効活用が一
体性を有するように検討
する

な デ れ 。
・広場に面した建物１階におけるカフェや店舗など
による憩いや賑わいの創出。
・ベンチが多く休憩しやすいことや、噴水、季節の
草花などを配するなど、憩いと潤いの空間を創出。
・鳥の声、噴水や流れる水の音など五感に訴える
ガーデンは素晴らしい。

（アーツ千代田３３３１）
・大きなくすのきを囲んで地域のこどもたちや多世

が が

人の流れをつくる歩行者動
線、南北方向の通り抜け、歩道
の状況　など

設 間 備

■人の流れを創る回遊動線の確
保（快適な歩行者動線、南北通
り抜け通路の確保など）

■憩いや賑わいの創出

べ
き
性
能
　
な
ど

5 回遊性
必要がある。
・天神～大名のつながりは非常に重要であり、天神地区
に集積する交通機関からわき出てくる人をどうやって受
け止め、回遊させるかが重要。
・回遊性に関して、人を惹きつけるようなマグネットの
ような魅力を跡地が持つべきであり、そのためにはデザ
インという要素も重要になる。
・大名地区は土日は多くの歩行者で賑わう一方、歩道上
に並ぶ放置駐輪問題は深刻である【再掲】
・都市の資産づくりという視点から 今後 文化的価値

2‐2

民間活力の誘導を図り、
官民連携でまちづくりに取
り組む

・
・
・

代の交流ができたり、カフェや居酒屋で様々な人が
交流する場があることは大切。

・都市の資産づくりという視点から、今後、文化的価値
もある校舎を活かし、これをどのようにブランド化する
のか、どのような空間をつくり込むのかが課題【再掲】
・海外都市でも、ターミナル駅と大きな公園との間にあ
る街は個性的かつ、活性化している例があり、大名地区
もその可能性を有しているのではないか【再掲】



２．まちづくりの方向性の検討 第２回検討委員会資料第２回検討委員会資料

（１）これまでのご意見とまちづくりの取り組み（案）その３

項目①

福岡市の成長の活力源と
なる都心部において求め
られる新たな機能の導入

旧大名小学校跡地活用に
おいて検討すべき事項

第１回検討委員会でのご意見
（平成27年1月29日）

先進事例調査
（平成27年3月23日）

第２回検討委員会
　現地調査

（平成27年4月24日）

まちづくりの取り組み
（案）

★校舎の保存、利活用を含めた跡地利用と、跡地周辺
や天神地区を含めた土地利用、施設利用との一体性、
一体感を創り出すことが重要。更に周辺施設の建て替
えなどとも協調して連鎖型でまちを創るなど周辺地域
の更新との連携を強く意識して欲しい （三菱一号館街区）

・広場を囲み三菱 号館やビル低層階にカフェ等が配置

項目②

項目③

られる新たな機能の導入

回遊性を強化する取り
組み 6

一体性
あるいは
一体感

・イベントが実施できるなど都心部一体の賑わいに繋が
るような場も必要ではないか。
・東西の賑わいの連続性という視点から、大名を含む広
い意味での天神、都心部一体の街の賑わいにつながるよ
うな場にしてはどうか。
・まちと学校には閉鎖的な壁があるのでこれを開放的な
ものとし、皆さんが気軽に利用できるような施設が良
い。

大名 天神という広い視点において 天神で起ころう

・広場を囲み三菱一号館やビル低層階にカフェ等が配置
され賑わいを創出する等の取り組みは必要、又はできる
ならば必要である。
・旧大名小跡地だけでなく、周辺のまちづくりや機能更
新との連携も考慮すべき。

（アーツ千代田３３３１）
・区民に開放されたアーツ千代田３３３１のコミュニ
ティスペースと再整備された公園をデッキで繋ぎ一体感
を創出する等の取り組みは必要 又はできるならば必要

※調査ポイント
　周辺状況など

■校舎、広場、新たな土地利用
によって一体感を持った空間を
整備する

■天神・大名地区を一体として
考え（街区内や天神地区など
の）機能更新を捉えたまちづく

項目④

学校再編に際して地域と
定めた整備事項

昭和４年建築の南校舎
の活用 跡

地

・大名～天神という広い視点において、天神で起ころう
としている機能更新を、旧大名小学校跡地を活かして、
東京の大手町・丸の内・有楽町地区のような、連鎖型で
まちをつくっていくことも検討してはどうか。
・今回、学校からの土地利用転換する「変わり方」が問
われているし、跡地に隣接する施設との関係も大事にな
る
・天神･大名地区の今後のまちづくりでは、跡地が大事な
種地になるような気がする。

（ 菱 館街 ）

を創出する等の取り組みは必要、又はできるならば必要
である。
・地域住民はじめ、誰もが自由に使える憩い、交流でき
る空間づくり（1階コミュニティスペース、カフェ、
ショップ、屋外デッキ、公園など）

）機能更新 捉 ち く
りを検討する

視点①

・
・
・

構想検討にあたっての
基本的な視点

地
が
備
え
る
べ
き
性
能

★全国で進む統廃合における学校跡地活用のモデルに
なってほしい。そのためには、地域、専門家、民間の
知恵を借りながら進める「検討のプロセス」、「公・
民・学が連携する取り組み」、跡地整備と整備後の運
営に関わる「デザインとマネジメント」のしくみづく

（三菱一号館街区）
・エリアマネジメントにより魅力的な維持管理がされて
いる。
・民間事業者の開発において魅力的で継続性ある施設運
営がされると共に、ニーズを的確に捉えた運営がなされ
ている等の取り組みは必要、又はできるならば必要であ
る。
・長期的に開発にコミットするデベロッパーの存在は重
要。

づ が

視点②

大名地区や天神地区の拠
点性の強化など地区特性
を生かした更なる魅力づく
り
（創造的な場づくりなど）

　
な
ど

7
全国の
モデル
になる

営に関わる「デザインとマネジメント」のしくみづく
りが重要。

・場における様々な活動の中から文化が生まれてくるこ
とから、ハードをつくるだけでなく、継続的な活動があ
るということが更に重要になってくるのではないか。
・跡地が整備された後も、その場の運営に関わるような
マネジメントの仕組みや組織も重要になる。行政・大
学・民間事業者・住民・市民などを含めた「公」「民」
「学」連携の取り組みも検討してはどうか

・大丸有地区のまちづくりが成功しているのは、三菱地
所の尽力が大きい。計画を実施していく事業主体の必要
性を感じる。

（アーツ千代田３３３１）
・アートに特化しまとまりが良い。人材がポイントと感
じるが、福岡で人材確保できるかが課題【再掲】
・民設民営のアーツ千代田３３３１では、利用者ニーズ
を的確に捉え、小回りのきく臨機応変な施設運営がなさ

■運営含めたマネジメントのし
くみづくり

■公民学の連携によるしくみづ
くり

民間活力の誘導を図り

視点②

視点③

新たに創出する土地利用
と校舎等の有効活用が一
体性を有するように検討
する

になる 「学」連携の取り組みも検討してはどうか。
・新たな価値を生み出すには、新しい考え方やアイディ
アが必要であり、その推進力は人だと思う。クリエイ
ティブな人たち、やる気のある人たちが集まる場を創る
べき【再掲】
・既に大名で起きている人の活動からものごとが生まれ
る一連の流れを知り、まちづくりのアイデアを生みだし
ていけたら良い。
・新たな価値を生み出すには、新しい考え方やアイディ
アが必要であり その推進力は人だと思う クリエイ

れている等の取り組みは必要、又はできるならば必要で
ある(その際地域の関与を必要とする意見もあり)
・有名人がオフィスとして入居したり、主催セミナーも
発信力のある講師陣がいるなど、人的ネットワークが
しっかり構築されている
・地域のコミュニティスペースの役割を果たす中で、収
益をまちづくり資金として活用するスキームは一石二鳥
だと感じた。

■人づくり、活動づくりのしく
みの検討

2‐3

民間活力の誘導を図り、
官民連携でまちづくりに取
り組む

・
・
・

アが必要であり、その推進力は人だと思う。クリエイ
ティブな人たち、やる気のある人たちが集まる場を創る
べき。【再掲】

（全般）
・旧大名小跡地活用は官民連携になると思うが、公共で
全てのイニシアチブを取るのは困難。いかに民間活力を
引き出すかが重要になる。
・場でどのような活動が生まれるのか、ソフトが重要で
あることを再認識、どのような人がどのように関わる場
にするのか考えるべき。



２．先進事例調査の概要 調査先：丸の内三菱１号館街区、アーツ千代田3331
調査日：平成２７年３月２３日（月） 調査者：１４名（委員１０名、事務局４名）

（１）丸の内三菱１号館街区の調査状況

◆居心地をよくするための工夫
多 噴 節 花 ど

◆施設に囲まれた広場の配置
広場を囲むように商業施設 菱 号館

◆空間づくり（隣接する公園と校舎が一体的空間を創出）
校舎１階と公園をデ キ 繋ぎ 体的 開放的な空間づくり

（２）アーツ千代田３３３１の調査状況

第２回検討委員会資料第２回検討委員会資料

広場には多数のベンチや噴水、季節の草花などの

植栽により、憩いの空間を創出する工夫がなされて

いる。

広場を囲むように商業施設、三菱一号館
が配置されており、広場の居心地の良さに
つながっている。

商業施設棟

三菱一号館
三菱一号館

・校舎１階と公園をデッキで繋ぎ、一体的で開放的な空間づくり

・校舎１階にはコミュニティスペースやカフェ、ショップを配置し、地域をはじめ外部からの利用

者も自由に利用できる。

校舎

公園

広場

アネックス棟

校舎と公園をつなぐデッキ コミュニティスペース（１Ｆ） カフェ「FoodLab」（１Ｆ）

デッキ

広場

◆広場の賑わい創出
広場に面した建物の一階にカフェが設

置されており、憩いの空間づくりに寄与
するとともに、賑わいを創出している。

三菱一号館商業施設棟
街区全景

129m

アネ ク 棟

◆地域との連携
・屋上菜園を一般に貸出（有料）

収穫祭 開催（年２回）

校舎１階及び公園 平面図

噴水
ベンチ

校舎に隣接する公園 ショップ（１Ｆ）

90
m

丸の内パークビルディング

一号館広場

アネックス棟 ・収穫祭の開催（年２回）

・アーツスタッフ講師による絵画教室

ギャラリー
カフェ

◆歴史的建築物の活用
三菱一号館は、歴史の重厚さや建物のデ

ザインや景観の美しさにより、街区の魅力
を向上するとともに、美術館として活用し、
新たな賑わい創出に貢献。

三菱一号館 カフェコミュニティース
ペース

デッキ 一坪菜園（屋上）

◆歩行者の回遊性の向上
100 を超える街区を抜けられる歩行者動線が確保

丸の内三菱一号館街区

収穫祭の開催（屋上）

2‐4

100mを超える街区を抜けられる歩行者動線が確保

されており、大丸有地区の回遊性向上に寄与している。 ◆民設民営による運営形態
・民設民営のメリット

一定の範囲は、運営者側で臨機応変に対応できるため

活動する人と場づくりなど一体的運営がしやすい。

それによって、魅力的な運営が可能となっているとの

ことだった。

絵画教室（Ｂ１Ｆ）

◆広場の利活用
通り抜けや憩いの場として活用するとともに、賑わ

いづくりなどのイベント（ｸﾘｽﾏｽｲﾙﾐﾈｰｼｮﾝ)を大丸有地

区のまちづくりの取り組みと連携し、実施している。



福岡市都心再生課
20150112案

・広域交通の拠点となる
天神駅や大規模な商業施
設が立地し、九州屈指の
商業集積 と

明治通り
・天神地区と大濠公園・舞鶴公園地区をつなぐ幹線道路。天神地
区と外のエリアをつなぐメインストリートの一つであり，福岡を
代表するビルが集積している。

◆天神明治通り街づくり協議会の取り組み
天神地区

・区 域 明治通り沿道17ha
・構 成 地権者など36者

取組み ビルの老朽化などにより地区全体が更新期を迎える中 「アジアで最も創

２．現地調査：天神・大名地区の現況 第２回検討委員会資料第２回検討委員会資料

商業集積エリアとして、
国内外の観光客も多く訪
れる。

・特に天神1.2丁目では，地権者等で構成される天神明治通り街
づくり協議会が設立され，ビルの更新期を捉えた計画的なまちづ
くりに取り組んでいる。

新舞鶴小・中学校
・大名小，舞鶴小，簀子
小，舞鶴中の３小学校１
中学校を統合再編し 小

■将来イメージ

・取組み ビルの老朽化などにより地区全体が更新期を迎える中、「アジアで最も創
造的なビジネス街」をめざし、円滑な機能更新，機能強化と魅力づくりに
資する計画的なまちづくりに取り組んでいる。

WF方面

■渡辺通り(商業施設の集積)

■賑わう天神地下街

中学校を統合再編し，小
中連携校として，旧舞鶴
小校地でH26.4に開校。
・隣接街区の検察庁や少
文会館の移転等に伴い，
運動場等を整備する予定。

■賑わう天神地下街

・居住・商業・業務が複合
するエリア。
・H26.4の新舞鶴小中学校
の開校に伴い，都心居住の

舞鶴地区

国家戦略特区をはじめ
とする誘導策などによ
り 天神地区は 付加

大濠公園と舞鶴公園の一

大濠公園・舞鶴公園地区

・福岡を代表する約80ha
もの貴重な緑地空間であり、
国史跡鴻臚館跡・福岡城跡
にも指定された歴史を感じ

の開校に伴い，都心居住の
受け皿として，注目されて
いる。 博多

方面

り， 天神地区は，付加
価値の高いビルへの建
替えなどが進み，ビジ
ネスやショッピング・
憩いをはじめ，人・モ
ノ・コトが交流する新
たな空間が生まれ，こ
れまで以上に多くの人
が活動する 方で 過体的な活用を図り、県民･

市民の憩いの場として歴史、

芸術文化、観光の発信拠点

となる公園づくりを目指す

（H26.2策定）

にも指定された歴史を感じ
る場所である。また、美術
館・能楽堂など芸術文化施
設も有している。

◆セントラルパーク構想
大濠公園と舞鶴公園の一

体的な活用を図り、県民･
市民の憩いの場として歴史、 警固公園

が活動する一方で， 過
度に自動車に依存しな
い，ひとを中心とした
「歩いて出かけたくな
るまち」に生まれ変わ
ります。

芸術文化、観光の発信拠点
となる公園づくりを目指す。

（H26.6策定）

■全景 ・近年ファストファッショ

・天神地区の貴重なオープ

ンスペース（約1.1ha）

・都市の憩いと賑わいを創

出する空間として、

H25.12に再整備を実施

沿道の民間開発と合わ
・居住・商業・業務が複合するエリア

天神西通り大名地区 きらめき通り

0

■多くの来訪者を集める
福岡城さくらまつり

全景
ンなどの商業施設が連続し
て立地し、賑わいを創出

・沿道の民間開発と合わ
せ、地上地下の魅力ある
歩行者ネットワークが整
備されたことにより、新
たな人の流れが創出され，
天神地区有数の歩行者通
行量となっている。

・ファッションや飲食をはじめとする小規模な店舗やオフィ
スが立地するなど若者や女性などが活躍するエリア。
・個性的なビルや店舗，オフィスなどが多くみられる。

■多目的ｵｰﾌﾟﾝｽﾍﾟｰｽを備えた
公園としてリニューアル

■地上部

■地下部■猫カフェ■個性的なビル ■ｺﾝﾃﾅを活用したｼｮｯﾌﾟ ■天神西通り 2‐5



8.00m
④断面

15.00m
③断面

２．現地調査：旧大名小学校跡地周辺の現況
明治通り 天神西通り えのき通り

26.00m

6 65 14 55 4 80

⑨断面 （計画幅員（25.00m）

第２回検討委員会資料第２回検討委員会資料

1.60m 5.00m 1.40m
北

4.00m 7.00m 4.00m西
6.65m 14.55m 4.80m

北道路幅員Ａ： Ｃ：Ｂ：

②比較的規模の大きなビル等
が集積し、風格のある
街並みを形成している

③現在は公共施設などが多く、
低層部の賑わいが乏しい

④商業施設が連続して立地し、
天神からの人の流れが多く、
賑わいがある

⑤S4建築の旧大名小学校南校舎

①天神と大濠公園･舞鶴公園
地区を結ぶメインストリー
ト明治通り･街路樹が連続 賑わいがある

天神地区と他の地区をつ りり

⑥低層階を店舗とした小規模なビ
ルが多く、沿道の賑わいを創出

地下鉄天神駅
出入口

Ａ

②
③

地下通路

①
④

天神地区と他の地区をつ
なぐメインストリート

長大な街区と 天
神
西
通

り
天

神
西
通

り
狭い歩道に路上駐輪
が多く、歩きにくい

ヒューマンスケールで 歩いて楽

長大な街区と
なっている

天神からの人の流れ

天天 ⑦多くの歩行者と車が共存

Ｂ

⑧ ⑤ ⑥

Ｃ
⑦

ヒュ マンスケ ルで、歩いて楽
しい界隈性のある街並み

⑧狭い歩道、歩道への駐輪も多い

2‐6


